
成長戦略が経済財政に与える効果試算について（基本的考え方）

⚫ 我が国経済の実力としての成長力を示す「潜在成長率」は、長年、他国に比べて低い水準にとど
まっている。その背景を分析すると、最大の要因は国内投資の停滞。

⚫ このため、高市内閣では、強い経済を実現する観点から、17の戦略分野における危機管理投資・
成長投資、8の分野横断的課題への対応を通じて、国内投資を徹底的にてこ入れするため、成長
戦略を策定することとした。具体的には、１７の戦略分野について、供給及び需要の両面にアプ
ローチする多角的な観点からの総合支援策を含む「官民投資ロードマップ」を策定するとともに、こ
れも検討材料としつつ、８つの分野横断的な課題の解決策を講じる。

⚫ その上で、こうした成長戦略によって実現を目指す「強い経済」が、どのような姿となるか定量的に
示し、日本成長戦略会議と経済財政諮問会議とが緊密に連携しつつ、今夏の骨太方針など今後
の経済財政運営にも反映していくことが重要。

⚫ このため、今後、官民投資ロードマップにおいて１７の戦略分野における投資額等の見通しを示し
た上で、日本成長戦略本部事務局と内閣府とが共同して、この夏の骨太方針の策定前に、今後の
予算編成に資するよう、日本成長戦略の下での国内投資の伸びを定量的に明らかにするとともに、
GDPの伸びや税収増への寄与、債務残高対GDP比の見通しなどを示す試算を、内閣府の経済財

政モデルを用いて行って、「中長期の経済財政に関する試算」に反映する。

⚫ これにより、企業の積極的な投資が成長率を押上げるとともに、成長戦略全体として、我が国経済
の供給力が強化される姿を示す。
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